
道路のごみ拾いで再始動第２７７０地区米山学友会  

緊急事態宣言が解除されて 2 回目の週末とな る 

10 月 10 日、第 2770 地区（埼玉県南東）米 山学

友会が主催する「クリーンアップウォーキ ング」が行

われ、学友と奨学生、ロータリアン ら総勢 26 人が

参加しました。 このイベントは、コロナ禍でほとんど

休眠 状態となっていた同学友会が、地域への貢献 

とともに、奨学生や若い学友たちにもっとロ ータリー

ファミリーとしての体験をしてもら いたいと 考えた企 

画です。 10 日 はその第 一弾とし て、同地 区第 1 

グ ループの区域にあるＪＲ浦和駅から別所沼公 園

までおよそ 2 ㎞の道中を、三人一組でゴミ を拾い

ながら進みました。今後も地区内第 2～ 12 グルー

プで同様の活動を実施できるよう、 日程を調整中と

いうことです。 同学友会会長の金正録さん

（2011-13／大宮 西ＲＣ）は、「ようやく現役奨学生と

の交流を深 めることができた。ゴミ拾いをした人は

ポイ捨 てをしなくなるし、綺麗になった道を戻りなが 

ら皆充実感でいっぱいになった。自分の子ども も一

緒に参加したが、良い体験をさせることが できた」

と、語ってくださいました。  

  

  

 

◆期首会員数　     　36名      ◆入会者　        1名 ◆退会者　0名　 ◆現在　　37名 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奉仕しよう
みんなの人生を豊かにするために

四つのテスト　現行はこれに照らしてから　1.真実かどうか　2.みんなに公平か　3.好意と友情を深めるか　4.みんなのためになるかどうか

◆会長挨拶　嶽本幸次会長　　　　　

◆11/16例会出席       22名　 ◆免除者出席 　9名　　 ◆欠   席    15名 ◆出席率 　62.86%　 

◆司会　島田靖彦SAA委員　　◆四つのテスト　竹内幹也会員　　◆ご来訪ロータリアン　

◆結婚・誕生・入会祝い　11/1～11/6

【結婚祝】　 

11/7　　嶽本幸次さん 

11/9　　許斐義彦さん 

11/9　　下田隆雅さん 

11/18　 田中豊俊さん 

【誕生祝】 

11/9　　許斐義彦さん 

【入会祝】 

11/7　　許斐義彦さん 

 
　　　 

皆様、こんばんは。会長挨拶をさせていただきます。先週開

催された、長崎みなとロータリークラブとの合同例会にご参

加いただいた皆様、ありがとうございました。親睦委員長の

川口さんお疲れ様でした。また催し物では、ミニくんちと題し

てくじらの潮吹きを演じて戴きました。 水本さん、古里さん、

そして囃子の皆様方におかれましては、大変お疲れ様でし

た特に水本さんは、２次会にも行けないくらい体力の限界ま

で頑張って戴きまして、誠にありがとうございました。親交の

厚いみなとＲＣさんとの親睦を、より一層深められたと感じま

した。今度は12月21日に忘年例会がサンプリエールで有り

ますので、皆様多数の参加を宜しくお願いします。それでは

今日は少し水道工事の話をさせていただきます。以前に漏

水工事でゴッドハンドのことをお話ししました。今日は業者さ

んのお話です。水道工事業者も、たくさんありますが、全国

的に有名で皆さんも一度は聞いたことがある業者さんは、評

判がすこぶる悪いです。自分が聞いただけでトイレの詰まり

で来て貰ったら、「便器を全部変えないと直りません」と言わ

れ、今ならたまたま車に便器が有るのでと言われ、取り替え

て３０万 円も取られた。と聞きました。トイレの詰まりは通 常

１～３万円程度で直りますし、便器を取り替えることは有りま

せん。まして３０万は高すぎます。また私の友人はお風呂の

混合栓を取り替えただけで８万円払ったそうで、普通の２倍

～４倍の請求額になります。その業者はＣＭも良く流してい

て、修理は3,000円からと言っていたので、聞いたときはビッ

クリしました。よく水道局にも、一般家庭からクレームが来る

みたいで困っているみたいです。どこの業 者かは控えます

が、昔から有る地域に根差した業者を選ぶことをお勧めしま

す。また、ネットだけで実態の無いような業者も最近は有る

みたいで、そのような業者も同じように修理で直るものも器

具の取替を高額でしているみたいなので、お気を付けくださ

い。 以上で会長挨拶を終わります。  

皆さん、こんにちは。米山奨学生の

テイウキンです。先 週は風 邪で欠

席になってしまい、大変申し訳あり

ませんでした。今は、体 調 管 理を

しっかり注 意しながら、生 活してい

ます。皆さんも朝 晩の冷え込みが

厳しいこの季節、お身体にはくれぐ

れもお 気 をつけください。そして、

最近では学校の勉強で忙しく、毎

日学校に行っています。今月は五

島市と嬉野市に行って卓話しまし

た。これで今年は4回の卓話が終わ

りました。ありがとうございました。 

◆米山奨学生奨学金支給並びに近況報告 

 丁宇欣(ﾃｲｳｷﾝ)さん

◆米山奨学生出前卓話

 米山奨学生　リム・チンチイさん(雲仙RC)　 

 カウンセラー　原田　徹さん(雲仙RC)　 

 テーマ　「私が描く未来図」 



　ニコニコ箱　　　　　目標　1,200,000円 11/16　　　21,000円　　　累計　   348,000円

　ロータリー財団寄付　目標１人150ドル/年間 11/16　　   17,000円　　　累計　　  75,000円

　米山記念奨学寄付　　目標１人16,000円/年間 11/16　　     7,000円　　　累計　　105,000円

◆会長　嶽本幸次　幹事　柳　龍一郎　◆創立：昭和 59 年 10 月 2 日 ◆事務局住所：長崎市東古川町 4 - 16 フジビル 202
◆事務局連絡先: Tel:095-828-1091　 Fax:095-824-5520　◆e-mail:nwrc2740@ngs2.cncm.ne.jp
◆例会：【火】午後１２時３０分　◆例会場:ホテルニュー長崎 　Tel:095-826 -8000　　
◆作成:公共イメージ Pプロジェクト委員会/クラブ会報委員会  ◆委員長:北口功幸　◆編集:事務局　中田久美子
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◆ハイライトよねやま　260号 

◆10月・11月スケジュール

①例会休会のお知らせ 

長崎北RC　11/22(月)定款第７条第１節により休会 

②ロータリーレートの変更　11/1～１ドル114円 

地区大会のご案内(当日参加の皆様)　  

■日時　11/27(土)　■会場　出島メッセ長崎  

■登録開始　１１時３０分～　■点鍾　１３時

YouTube配信について

地区大会当日に、講演を含めた本会議の様子を

YouTubeでライブ配信致しますので、下記にてご視

聴ください。当日は12時50分頃から、配信を予定し

ています。 

https://youtu.be/kn8B0qDKHNk

 

 

■原田　徹さん(雲仙RC)　　本日は、米山記念奨学生リム・

チンチイの出前卓話でお伺いさせて頂きました。よろしくお

願いいたします。 

■嶽本幸次さん　みなとRCとの合同例会に参加していただ

いた皆様、ありがとうございました。水本さん、大変お疲れ様

でした。リム・チンチイさん、卓話よろしくお願いいたします。 

■柳龍一郎さん　日曜に開催された地区の公共イメージセ

ミナーに参加しました。鹿児島の山下コーディネーターのお

話にいたく感動しました。　 

■許斐義彦さん　結婚記念日のお花、ありがとうございまし

た。１１月９日は誕生日と結婚記念日です。また、平成７年　

１１月７日は入会記念日です。 

■山田孝二さん　合同例会、欠席すみません。 

■親睦活動委員会　１０月２８日の「おかの」での西会にお

いて、クーポン券が多数の中、現金者が４名ほどおられ、そ

の現金を山田君がクーポンに変えて６０００円を捻出しました

ので、ニコニコいたします。 

 

◆幹事報告　柳　龍一郎幹事 ◆委員会報告  　国際奉仕P吉田良尚担当理事

国際奉仕委員会からのお願いです。11月はロータリー財団

月間となっておりますので、ロータリー財団への寄付をよろ

しくお願いいたします。目標は年間１人150ドル(約１６０００

円)また、併せて米山寄付もよろしくお願いいたします。 

目標は年間１人１６０００円です。 

◆ニコニコ箱　

《今月のピックアップ記事》　　　　　　　　　　　　　           

バーチャルツアーで広島を学ぶ10月30日、第2750地区

（東京都）米山記念奨学委員会が「広島バーチャル研修

旅行」を開催し、地区内の米山奨学生ら約50人が参加し

ました。同地区では毎年、奨学生を対象とする日本文化

体験旅行を実施していますが、今年は新型コロナウイル

スの影響を鑑み、オンラインでのツアー開催となりまし

た。当日は、参加者の自宅に届けられた広島銘菓を味

わいながら折り鶴を折り、プロのガイドによる案内のもと、

原爆ドーム・平和記念公園・宮島など、あたかも本当に

バスで広島を巡っているかのような没入感でした。特に、

第2710地区の諏訪昭登パストガバナーの講話は、自身

の被爆体験や戦争の悲惨さ、そして、ロータリーが提唱

する国際理解と世界平和、さらに、米山記念奨学事業の

意義を語る感動的なもので、多くの参加者が真剣に耳を

傾けて聞き入りました。ツアーを終えた奨学生からは、

「歴史教育は国によって異なるが、母国を離れて日本に

いる私が歴史を正しく認識・理解し、友好関係を築くため

の懸け橋になることが重要だと感じた」、「帰国したら日本

語教師として中国の子どもたちに自分が感じた真の日本

を伝え、海の向こうに世界平和に向けて努力している

方々が大勢いることを伝えたい」といった声が寄せられま

した。その他の記事は、ぜひPDF版をご覧ください。　　

→http://www.rotary-yoneyama.or.jp/content/uploads/

summary/highlight260_pdf.pdf 

 


